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MORI ＋（モリプラス）
　　　学び・出会い・成長の記録

森高校で生き生きと輝く生徒たちの活動や成長の
瞬間を毎月ご紹介します。
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11
月
14
日
、
森
高
校
2
年
生
の
選

択
授
業
「
住
生
活
デ
ザ
イ
ン
」
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
ニ
チ

レ
イ
育
み
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

完
成
披
露
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
事

業
は
、「
森
町
に
憩
い
の
場
を
つ
く
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
立
は
こ
だ
て

未
来
大
学
や
企
業
、
町
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
連
携
し
、
森
高
校
舎
裏

の
「
ニ
チ
レ
イ
育
み
の
森
」
で
4
年

間
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
取
組
で
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
完
成
し
た
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
に
日
よ
け
用
の
枠
組
み
を

整
備
。
披
露
会
当
日
は
、
駒
ヶ
岳
を

望
む
デ
ッ
キ
で
完
成
を
祝
い
、
関
係

者
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た

披
露
会
に
先
立
ち
、
生
徒
た
ち
は

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
森
工
場
を
訪
問

し
、
社
員
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
工
場
見
学
を
行
い
、
工
場
で
製

造
さ
れ
た
冷
凍
食
品
を
囲
ん
で
交
流

す
る
な
ど
、
学
び
と
体
験
が
結
び
つ

く
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
（株）
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
様
を
は
じ
め
、

地
域
を
舞
台
と
し
た
学
習
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
12
月
10
日
に
は
、
森
中
学
校
で
学
校

説
明
会
を
実
施
。
本
説
明
会
は
、
森
中

学
校
2
学
年
の
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
一
環
と
し
て
、
多
様
な
高
校

の
特
色
を
知
り
、
進
路
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
本
校
は
今

回
、単
独
で
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
森
中
学
校
の
卒
業
生
を

含
む
本
校
1・2
年
生
6
名
と
担
当

教
員
が
、
総
合
学
科
の
特
色
を
は
じ

め
、
探
究
活
動
や
地
域
連
携
、
学
校
行

事
な
ど
、
本
校
な
ら
で
は
の
学
び
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
森
中
学
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
話
に
耳
を
傾

け
、
質
疑
応
答
で
は
生
徒
や
先
生
方
か

ら
積
極
的
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

説
明
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
自
分
で
授
業

を
選
び
、
進
路
を
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ

る
点
が
良
い
」「
少
人
数
な
ら
で
は
の

良
さ
が
あ
る
」「
地
域
で
活
躍
す
る
森

高
生
が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
2
年
後
、
同

じ
制
服
を
着
て
共
に
学
べ
る
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
貴
重
な
機

会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
森
高
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
森
高
校
n
o
t
e

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
紙
面
上
部
Q
R
コ
ー
ド
）

森
高
の
魅
力
を
沢
山
伝
え
ま
し
た
！

工場内で社員の方からの事業説明

完成したデッキから眺める駒ヶ岳

森中学校での説明会の様子

北方領土返還要求署名のお願い

　今月 ２０ 日まで「北方領土の日特別啓発期間」です。署名を国会法に基づ
き衆参両議院に請願提出して強く訴えていきます。
　署名を通じて、国民一人ひとりの意思が北方領土返還の実現に反映します。
　署名用紙は町内主要公共施設に用意していますので、見かけた場合はぜひ
ご協力ください。


